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【国際特許分類】
   Ｂ６０Ｈ   1/32     (2006.01)
   Ｂ６０Ｈ   1/22     (2006.01)
   Ｂ６０Ｈ   1/00     (2006.01)
   Ｆ２５Ｂ  39/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ６０Ｈ    1/32     ６１３Ｄ
   Ｂ６０Ｈ    1/22     ６５１Ｂ
   Ｂ６０Ｈ    1/00     １０２Ｐ
   Ｂ６０Ｈ    1/00     １０１Ｄ
   Ｆ２５Ｂ   39/02     　　　Ａ

【誤訳訂正書】
【提出日】平成27年3月11日(2015.3.11)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　空気の冷却用の熱交換器装置を有する自動車の乗員室（９）の空気を調和させるための
空調システム（１）であって、
　ブロワ（５）と、空気案内部と、蒸発器（７）と、を有し、前記蒸発器（７）が、冷媒
回路に一体化され、前記冷媒によって貫流可能であり、熱を空気から冷媒に伝達可能であ
るように形成され、前記冷媒が蒸発され、
　前記ブロワ（５）は、空気が前記蒸発器（７）に達する前に損失熱が空気を加温するよ
うに、空気の流れ方向において前記蒸発器（７）の上流に配置され、
　前記蒸発器（７）は、一列に配置された管を備えた管熱交換器として形成され、前記管
熱交換器が少なくとも２列に形成され、
　前記空調システム（１）は、さらに、空気を導くための第１の流れダクト（３）及び第
２の流れダクト（４）を備えたハウジング（２）を有し、
　前記冷媒回路は、圧縮機と、凝縮器（８）と、膨張器と、を備え、前記蒸発器（７）は
、前記第１の流れダクト（３）に配置され、前記凝縮器（８）は、前記第２の流れダクト
（４）に配置され、
　前記空調システム（１）は、前記乗員室（９）の冷却用の冷凍運転及び加熱用のヒート
ポンプ運転、並びに、後加熱運転用に設計され、前記蒸発器（７）は、運転モードに関わ
らず機能し、
　前記凝縮器（８）は、熱伝達面を備え、この熱伝達面は、前記第１の流れダクト（３）
の断面に部分的に覆う第１の領域と、前記第２の流れダクト（４）の断面全体に覆う第２
の領域と、を備えていることにより、調節可能に分割可能であることを特徴とする空調シ
ステム（１）。
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【請求項２】
　前記蒸発器（７）は、２ｄｍ2～１０ｄｍ2の範囲の流路断面積を備えている請求項１記
載の空調システム（１）。
【請求項３】
　前記蒸発器（７）の列は、冷媒が単流で貫流されるように構成されている請求項１記載
の空調システム（１）。
【請求項４】
　前記蒸発器（７）の列は、冷媒が複流で貫流されるように構成されている請求項１記載
の空調システム（１）。
【請求項５】
　前記蒸発器（７）は、すべての列が、冷媒側で連続的に、且つ、前記空気側の貫流方向
に貫流され、前記蒸発器（７）がクロスパラレルフロー熱交換器として形成されるか、又
は、前記空気側の貫流方向と反対に貫流され、前記蒸発器（７）がクロスカウンタカレン
トフロー熱交換器として形成されるように構成されている請求項１乃至４の何れか１項に
記載の空調システム（１）。
【請求項６】
　前記自動車の乗員室（９）の空気を冷却するための冷凍システム運転及び前記自動車の
乗員室（９）の空気を加熱するためのヒートポンプ運転の組み合わせ用、並びに、前記自
動車の乗員室（９）の空気を調和するための後加熱運転用の請求項１乃至５の何れか１項
に記載の空調システム（１）を運転する方法であって、
　前記後加熱運転は、
　前記空調システム（１）で第１の部分空気質量流及び第２の部分空気質量流を搬送する
段階と、
　前記蒸発器（７）を溢流する際に前記第１の部分空気質量流を冷却する段階と、
　前記冷却された第１の部分空気質量流を、周囲に導出される部分空気質量流と、後加熱
のための部分空気質量流と、冷凍空気質量流とに分割する段階と、
　前記凝縮器（８）の熱伝達面を溢流する際に、前記第２の部分空気質量流と、後加熱の
ための前記部分空気質量流とを加温する段階と、
　前記後加熱された部分空気質量流と予め調和された冷凍空気質量流とを混合する段階で
あって、
　利用される冷却能力が、前記蒸発器（７）の後の前記第１の部分空気質量流の温度と前
記蒸発器（７）内の冷媒の圧力レベルとによって調節され、
　前記混合された空気質量流の温度が、前記空気質量流に配置された少なくとも１つの温
度センサによって検出され、且つ空気案内装置（１３、１８、１９、２０）の位置を通る
後加熱のための前記部分空気質量流と、前記予め調和された冷凍空気質量流との比率によ
って調節される混合する段階と、
　前記混合された空気質量流を前記乗員室（９）内に導く段階と、
　を有することを特徴とする方法。
【請求項７】
　後加熱のための前記部分空気質量流と、前記予め調和された冷凍空気質量流との比率が
０％～１００％の間で調節される請求項６記載の方法。
【請求項８】
　後加熱のための加熱出力は、前記凝縮器（８）の前記熱伝達面を前記第１の領域及び前
記第２の領域と、前記凝縮器（８）の前記第２の領域を通して導かれた前記第２の部分空
気質量流とに調節可能に分割することによって調節されると共に、前記空気案内装置（１
３、１８、１９、２０）の位置を通る後加熱のための前記部分空気質量流と、前記予め調
和された冷凍空気質量流との比率によって調節される請求項６又は７に記載の方法。


	header
	written-amendment

